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　主な事業　
令和3年度一般会計予算

●議会費
　議会議員報酬 3464万円
　議長交際費 20万円
　議事録作成支援システム導入委託料 494万円
　インターネットライブ映像配信業務委託料 53万円
●総務費
　特別職給与 2222万円
　町長交際費 90万円
　ペーパーレス会議システム導入委託料 665万円
　区長業務委託料 1923万円
　地方バス対策補助金 1786万円
　行政区活動活性化交付金 　2379万円
　新型コロナウイルス感染症対策地域振興券交付金
 　5800万円
　ふるさと納税事業支援業務委託料 5500万円

●民生費
　高齢者等福祉タクシー実証実験事業 300万円
　いきいきサロン事業委託料 555万円
　食の自立支援事業委託料 1376万円
　竜北西部学童保育所建設設計等業務委託料 905万円
　病児・病後児保育事業負担金 159万円
　子ども医療費 4680万円

●衛生費
　健診委託料 2156万円
　ワクチン集団接種業務委託料 1882万円
　ワクチン個別接種費用委託料 2906万円

●農林水産業費
　い草移植機等導入支援負担金 1763万円
　農業収入安定化事業費補助金 2131万円
　農業次世代人材投資事業補助金 2625万円
　有害鳥獣捕獲事業補助金 740万円

●商工費
　住宅リフォーム等促進事業補助金 700万円
　創業支援・事業所等整備促進補助金 1325万円
　梨マラソン大会補助金 324万円
　氷川まつり補助金 630万円

　竜北公園及び、ふるさと自然の道管理委託料
 546万円
　立神峡公園管理委託料 1064万円

●土木費
　空き家バンク促進補助金 600万円
　町道修繕料 800万円
　道路改良工事費（5路線） 4780万円
　2級河川堤防雑草除去委託料 956万円
　野津団地外壁改修工事費 1884万円

●消防費
　八代広域行政事務組合消防本部負担金
　 2億3486万円
　消防小型動力ポンプ購入費 624万円
　消防用施設整備補助金 39万円
　防災公園維持管理委託料 55万円

●教育費
　ＩＣＴ支援業務委託料 580万円
　外国語指導助手派遣業務委託料 515万円
　ＩＣＴ機器借上料 619万円
　八火図書館図書購入費 400万円

●公債費
　町債元金 9億5766万円
　町債利子 3421万円

財政健全化を見すえ行革を
令和３年度　氷川町一般会計予算

町民の命と暮らしを守り、

65億297万円 決まる

令和3年

3月議会
（3月8日～16日）

　条例の制定　
○氷川町議会議員及び氷川町長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例

　公職選挙法の一部改正により、町村の選挙にお
ける選挙公営が拡大されることになりました。

○氷川町新型コロナウイルス感染症対応地方創生
基金条例

　新型コロナウイルス感染症により影響を受けた
中小企業者、農業者に対する利子補給事業に感
染症対応地方創生臨時交付金を充てるため基金
を創設。

　　
○氷川町国営土地改良事業負担金等徴収条例
　国営土地改良事業の実施に伴い、土地改良法に

基づき、負担金等の徴収をおこなうため。

○氷川町いじめ防止対策審議会設置条例
　氷川町におけるいじめ防止等のための対策を実

効的に行うため、教育委員会にいじめ防止対策
審議会を設置する。

○氷川町いじめ調査委員会設置条例
　いじめ防止対策推進法に基づき、重大事態への

対処及び再調査を行う機関として、町にいじめ
調査委員会を設置する。

　条例の一部改正　
○氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
正

　議会議員の中に、常任委員長、議会運営委員長
報酬額を定める。また、いじめ防止対策審議会
委員、いじめ調査委員会委員の報酬額を定める。

○氷川町公園条例の一部改正
　新たに整備した野津防災公園を追加する。

○氷川町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一
部改正

　許可業者が徴収する収集運搬料金等について、
適正な維持を図るため。

○氷川町国民健康保険条例の一部改正
　新型インフルエンザ等対策特別措置法等が一部

改正されたため。

○氷川町介護保険条例の一部改正
　氷川町の介護保険料を令和5年度まで据え置き。

また、保険料の軽減措置を令和3年度まで据え
置く。

○氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

　関係法令等の改正に伴い、条例を整備する。

　補正予算　
○令和2年度氷川町一般会計補正予算（第11号）
　歳入歳出それぞれ2億3543万円を減額し、84

億209万円とする。
　一部事業を除き事業等が確定したため、予算の

減額が主なもの。

●主な歳出予算
●総務費
　ふるさと納税事業支援業務委託料　1100万円
　財政調整基金積立金　　　　　　　　 51万円
　ふるさと氷川応援基金積立金　　　2156万円
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生基金
　積立金　　　　　　　　　　　　　2275万円
●農林水産業費
　有害鳥獣捕獲事業補助金　　　　　 103万円

議員発議（議員提案）
○氷川町政治倫理条例の一部改正

第１条　「町議会議員並びに町長、副町長及
び教育長」に変更・・・政治倫理の規定に新し
く教育長を追加。

第14条　「議員及び町長等の配偶者、3親等
以内」を「2親等以内」に変更。
○氷川町議会会議規則の一部改正

第２条　議員は、公務、傷病、出産、育児、介護、
配偶者の出産補助その他やむを得ない事由のた
め出席できない時の議会への欠席事由を改正。

次
の
ペ
ー
ジ
は　

各
議
員
の
賛
否

県
立
立
神
峡
公
園

八
火
図
書
館
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令和3年度　一般会計予算

（令和３年３月末　住民基本台帳人口で算出）

町民一人当たりの歳出予算56万7千円

令和3年3月議会　主な議案に対する各議員の賛否
議員名

議案名

西
尾
　
正
剛

木
下
　
　
厚

河
口
　
涼
一

清
田
　
一
敏

長
尾
憲
二
郎

吉
川
　
義
雄

上
田
　
俊
孝

三
浦
　
賢
治

上
田
　
健
一

松
田
　
達
之

片
山
　
裕
治

米
村
　
　
洋

氷川町議会議員及び氷川町長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町新型コロナウイルス感染症対応地方創生基金条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町いじめ防止対策審議会設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町いじめ調査委員会設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町公園条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和2年度氷川町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和2年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和2年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和3年度氷川町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和3年度氷川町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和3年度氷川町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

新町建設計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町政治倫理条例の一部改正【議員提案】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

氷川町議会会議規則の一部改正【議員提案】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※議員提案以外の議案は町長提案です 〇　賛成　　●　反対　　▲　棄権　　―　表明無し
 ―印は、議長職務のため賛否の表明はありません　　

　

報
酬
引
上
げ
は
時
期
尚
早

　

こ
の
条
例
改
正
の
中
に
、
氷
川
町
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
と
各
常
任
委
員

会
委
員
長
の
報
酬
を
月
額
５
０
０
０
円

引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
町
民
の
み
な
さ
ん

は
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
減
っ
て
大
変
困
っ
て

い
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

あ
る
商
店
の
方
は
、﹁
私
た
ち
に
支
援

す
る
お
金
が
あ
っ
た
ら
子
育
て
世
帯
を

支
援
し
て
ほ
し
い
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

氷
川
町
議
会
は
﹁
議
会
基
本
条
例
﹂

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
議
会
基
本
条
例

に
沿
っ
た
議
会
活
動
、
委
員
会
活
動
を

活
発
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
報
酬
引
き

上
げ
を
議
論
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

今
回
の
報
酬
引
上
げ
は
時
期
尚
早
で
反

対
し
ま
す
。

氷
川
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

討
論

吉
川
義
雄
　
議
員

反
対

新型コロナウイルス
ワクチン接種準備

上
田
俊
孝
　
議
員

賛
成

　

審
議
会
の
全
会
一
致
を
尊
重

　

私
は
、
議
案
第
７
号
の
賛
成
討
論
を

い
た
し
ま
す
。
氷
川
町
議
会
基
本
条
例

の
中
で
、
第
16
条
、
議
員
報
酬
は
別
に

定
め
る
。
２
項
で
、
議
員
報
酬
の
改
正

に
当
た
っ
て
は
、
町
の
常
勤
特
別
職
及

び
、
一
般
職
の
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給

与
の
状
況
、
他
の
市
町
村
の
動
向
、
町

の
財
政
状
況
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
意
見
を
広
く
聞
く
も

の
と
す
る
。
３
項
で
、
氷
川
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
審
議
会

の
中
で
、
５
０
０
０
円
が
妥
当
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
尊
重
し
、
賛
成
し

ま
す
。

氷
川
町
教
育
長
任
命
に
同
意

　
藤
本
一
臣
町
長
か
ら
、
氷
川
町
教
育
長

に
任
命
し
た
い
と
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
慎
重
に
審
議
し
、
全
会
一
致
で
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

会　　計　　名 予　算　額
氷川町国民健康保険特別会計予算 19億1491万2千円
氷川町介護保険特別会計予算 17億6508万2千円
氷川町下水道事業特別会計予算 4億9514万6千円
氷川町後期高齢者医療特別会計予算 1億8722万6千円

　
氏 

名
　
太お

お  

田た  

篤あ
つ  

洋ひ
ろ  

氏

　
住 

所
　
氷
川
町
新
田

　令和3年第1回氷川町議会臨時会が、1月19日に開催され
ました。主な提出議案は、一般会計補正予算です。
　令和2年度一般会計補正予算（第10号）の主な歳出予算は、
新型コロナウイルス感染症予防ワクチン接種に伴う関係予算
907万円です。
　ワクチン接種ため、会計年度任用職員2名の報酬関係、接
種券の印刷発送などが盛り込まれています。
　提案されたすべての議案を慎重審議し、原案のとおり可決
しました。

臨時
議会

総務費
 25.3%

16億4484万円

民生費 22.9%
14億8993万円

歳 出
65億297万円

医療や介護、子
育てなどに使う
お金です

衛生費
11.3%

7億3318万円
農林水産業費

5.9%
3億8499万円

商工費
1.7%

1億982万円

土木費 7.1%
4億6233万円

消防費 4.7%
3億354万円

教育費 4.8%
3億1002万円

公債費
15.3％

9億9297万円

ごみ処理などに
使うお金です

借入金の返済
金です

議会費 1.1%
6833万円

町税
14.7％

9億5688万円

国庫支出金
10.9%

7億793万円

県支出金
8.5％

5億5183万円

地方交付税
41.5％
27億円

その他の収入
2.4％

1億5595万円

繰越金
0.8％

5211万円

繰入金
12.1％

7億8765万円

寄附金 1.5％
1億円

町債 3.1％
1億9940万円

歳 入
65億297万円

町の借入
金です

ふるさと
納税など

保育や医療など
使い道が決まっ
た補助金です

町民税、固定資産税、
軽自動車税など
私たちが払っている
税金です

地方消費税交付金
3.2％

2億1000万円

自治体の規模や
財政力に応じて
国から交付され
るお金です

その他の財源 1.2％
8123万円

次
の
ペ
ー
ジ
は　

常
任
委
員
会
審
査
報
告
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今
後
繰
出
金
を
削
減
す
る
た
め
に
は
下
水

道
料
金
単
価
の
見
直
し
等
が
必
要
と
思
う

が
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

経
営
改
善
を
図
る

た
め
に
は
料
金
の
改
定
が
必
要
で
、
今
後
、

議
会
や
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
料
金
改
定
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
合
併
浄
化

槽
の
維
持
管
理
と
下
水
道
使
用
料
の
比
較

に
よ
り
下
水
道
が
経
済
的
に
安
価
で
あ
る

な
ど
の
理
解
を
い
た
だ
き
加
入
促
進
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

〇
令
和
３
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
予
算

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
と
は

松
田
委
員　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
導
入
委
託
料
は
何
か
。

総
務
課
長　

会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
議
会

を
含
め
た
会
議
資
料
や
例
規
集
な
ど
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
表
示
し
、
紙
の
印
刷
を
減
ら

し
て
い
く
予
定
で
す
。

米
村
委
員　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
手

の
人
数
と
報
酬
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

人
数
は
10
名
の
登
録
が
あ

り
、
半
日
で
５
０
０
０
円
、
１
日
で
１
万

円
の
委
託
料
で
す
。

　

町
長
公
用
車
は

米
村
委
員　

町
長
車
借
上
料
に
つ
い
て

は
リ
ー
ス
な
の
か
。

総
務
課
長　

現
在
リ
ー
ス
で
す
。
令
和

３
年
８
月
に
終
了
す
る
た
め
再
リ
ー
ス
し

ま
す
。

　

ペ
ル
ー
支
援
は
ど
う
す
る

片
山
委
員　

ペ
ル
ー
支
援
衣
類
送
付
は

今
後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

令
和
３
年
度
も
実
施

予
定
で
す
。

　

公
園
管
理
方
法
は

米
村
委
員　

新
村
中
塘
公
園
の
管
理
は

ど
こ
が
や
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

新
村
地
区
の
住
民
10
名

ほ
ど
で
管
理
組
合
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

ち
ら
で
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

婚
活
事
業
は

米
村
委
員　

定
住
自
立
圏
婚
活
事
業
負

担
金
の
内
容
は
。

地
域
振
興
課
長　

八
代
市
、
芦
北
町
、

氷
川
町
で
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
婚
活
事

業
を
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
お
り
、
令
和
元

年
度
は
６
組
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
成
立
し

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
と

八
代
市
、
芦
北
町
の
豪
雨
の
影
響
で
事
業

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

米
村
委
員　

テ
ー
マ
型
町
づ
く
り
補
助

金
と
は
何
か
。

地
域
振
興
課
長　

地
区
別
計
画
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
頂
く
た
め

の
補
助
金
で
す
。
令
和
３
年
度
、
若
洲
地

区
が
外
国
人
と
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
事
業

を
行
う
予
定
で
す
。

　

地
域
振
興
券
は
ど
う
な
っ
て
い
る

三
浦
委
員　

地
域
振
興
券
の
使
用
状
況
は
。

地
域
振
興
課
長　

令
和
２
年
度
の
実
績
は

98
％
、
主
に
小
売
店
の
利
用
が
86
・
５
％

で
し
た
。
事
業
所
支
援
と
と
も
に
住
民
生

活
支
援
の
目
的
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は

米
村
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
、
来
年
度

の
目
標
金
額
は
。

企
画
財
政
課
長　

目
標
額
は
１
億
円
で
す
。

　

備
品
は
何
か

西
尾
委
員　

教
育
費
の
中
学
校
費
で
の

一
般
備
品
は
何
か
。
ま
た
、
小
学
校
費
で

の
教
室
等
床
研
磨
業
務
委
託
料
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長　

備
品
は
、
全
自
動
滅

菌
機
購
入
で
す
。
小
学
校
の
教
室
や
廊
下

の
床
を
研
磨
し
、
ウ
レ
タ
ン
塗
装
を
行
い

ま
す
。

　

裁
判
の
今
後
の
予
定
は

西
尾
委
員　

社
会
教
育
費
の
弁
護
士
委

託
料
に
つ
い
て
、
今
の
状
況
と
今
後
の
予

定
は
。

生
涯
学
習
課
長　

令
和
元
年
度
に
裁
判

が
始
ま
っ
た
も
の
で
、
令
和
３
年
４
月
28

日
に
判
決
と
な
り
ま
す
の
で
、
成
功
報
酬
、

消
耗
品
費
等
と
し
て
61
万
５
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
片
山
裕
治

〇
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

吉
川
委
員　

令
和
５
年
度
ま
で
の
保
険

料
は
据
え
置
き
、
保
険
料
の
軽
減
を
令
和

３
年
度
ま
で
延
長
す
る
も
の
か
。

福
祉
課
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
２
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

　

生
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は

長
尾
委
員　

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
助

成
金
は
か
な
り
の
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

ご
み
減
量
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
民
課
長　

生
ご
み
処
理
機
は
、
今
年

度
は
20
台
の
実
績
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ご
み
の
量
は
確
実
に
減
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
10
％
削
減
を
目
標
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
農
家
へ
の
助
成
効
果
は

吉
川
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
花
卉
購
入
と
畳
表
張

替
え
助
成
を
さ
れ
た
が
農
家
へ
の
効
果
は

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

概
算
で
対
象
農
家
１

戸
当
た
り
花
卉
で
50
万
円
ほ
ど
、
畳
張
替

え
で
15
万
円
ほ
ど
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

長
尾
委
員　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
確
保
支

援
事
業
補
助
金
２
０
０
万
円
の
減
額
は
事

業
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

申
請
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
氷
川
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

長
尾
委
員　

八
代
北
部
流
域
下
水
道
事

業
負
担
金
２
６
２
７
万
８
０
０
０
円
の
減

額
の
理
由
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

宮
原
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
県
が
設
置
し
て
い
る
ポ
ン
プ
場
の

一
部
工
事
計
画
が
、
令
和
３
年
度
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
減
額
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
予
算

吉
川
委
員　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
委

託
の
参
加
人
数
と
各
地
区
で
の
計
画
・
補

助
額
は
。

福
祉
課
長　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
自
粛
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
前

年
実
績
で
参
加
延
べ
人
数
７
０
０
０
人
弱
、

開
催
は
月
１
回
が
ほ
と
ん
ど
で
、
補
助
額

は
一
地
区
３
０
０
０
円
と
参
加
者
一
人
２

０
０
円
で
す
。

清
田
委
員
長　

保
育
所
の
給
食
費
が
大

幅
に
減
額
と
な
り
、
給
食
調
理
業
務
委
託

料
が
新
規
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は

何
か
。

福
祉
課
長　

昨
年
６
月
よ
り
業
者
に
委

託
し
保
育
所
で
調
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、

給
食
費
は
乳
幼
児
の
食
糧
費
だ
け
で
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
は

木
下
委
員　

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助

金
は
何
頭
分
か
、
ま
た
カ
モ
や
ヒ
ヨ
ド
リ

に
対
す
る
対
策
は
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長　

鹿
が
４
０
０
頭
、
猪

３
０
０
頭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
カ
モ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
等
に
つ
い
て
は
器
具
装
置
を

使
っ
た
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
対
策

協
議
会
設
立
の
話
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

感
染
予
防
対
策
機
器
購
入
対
象
は

吉
川
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
予
防
対
策
器
具
購
入
助
成
金
は
、

令
和
２
年
度
購
入
し
た
人
も
対
象
に
な
る

の
か
。
購
入
は
一
人
何
台
ま
で
か
。

地
域
振
興
課
長　

今
年
度
購
入
者
は
対

象
外
で
す
。
８
割
補
助
の
上
限
額
８
万
円

以
内
な
ら
台
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
料
金
は
ど
う
す
る
の
か

長
尾
委
員　

公
共
下
水
道
費
の
繰
出
金

２
億
８
６
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
清
田
一
敏

竜北歴史資料館

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問

　

文
化
財
の
管
理
は

三
浦
委
員　

文
化
財
管
理
委
託
料
の
内

容
は
草
を
刈
る
だ
け
で
は
な
く
ほ
か
の
対

策
は
。

生
涯
学
習
課
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
草
刈
り
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
実

験
的
に
ヤ
ギ
を
活
用
し
た
除
草
に
取
り
組

み
た
い
。

米
村
委
員　

竜
北
歴
史
資
料
館
の
池
・

側
溝
等
清
掃
委
託
し
て
い
る
が
、
清
掃
作

業
で
鯉
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。
把
握
し

て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

鯉
の
数
を
確
認
し
、

死
滅
等
の
問
題
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

〇
新
町
建
設
計
画
の
変
更

西
尾
委
員　

新
町
建
設
計
画
に
お
い
て
、

当
初
の
計
画
は
達
成
で
き
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

事
業
に
つ
い
て
は
概

ね
計
画
通
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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一般質問

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
６
月
議
会
で
、
町
長
に
国
、
県

の
支
援
か
ら
漏
れ
て
い
る
人
、
本

当
に
支
援
が
必
要
な
人
に
支
援

を
も
と
め
ま
し
た
。
町
長
は
﹁
必

要
な
人
に
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
国
や
県
が
行
う
支
援
と

市
町
村
が
行
う
支
援
は
お
の
ず

と
違
っ
て
く
る
。
私
ど
も
で
必
要

な
分
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
、

こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
﹂
と
答
弁
さ
れ
た
。
私
は
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
、﹁
元

気
に
が
ん
ば
る
券
﹂
の
再
発
行
を

求
め
る
声
が
あ
る
、
も
う
一
度
考

え
て
は
ど
う
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

藤
本
町
長
は
、
こ
う
し
た
町
民
の

声
に
応
え
今
、
議
会
に
支
援
策
を

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
、
県
の
支
援
策
で
救
え
な
い

人
へ
の
支
援
策
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

﹁
元
気
に
が
ん
ば
る
券
﹂

一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
交
付

地
域
振
興
課
長　

感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
活
動

回
復
や
住
民
生
活
へ
の
経
済
的
支

援
の
た
め
、
氷
川
町
元
気
に
が
ん

ば
る
券
を
住
民
一
人
当
た
り
５
０

０
０
円
分
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
商
工
業
事
業
者
継
続
応
援
金
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
町
内
に
事
務

所
、
店
舗
を
有
し
て
い
て
、
売
り

上
げ
が
一
定
額
減
少
し
て
い
る
事

業
者
を
対
象
に
、
法
人
並
び
に
個

人
事
業
者
に
一
律
10
万
円
を
交
付

し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
気
清
浄
機
、
加
湿
器
、

感
染
予
防
器
具
等
を
、
町
内
業
者

か
ら
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

行
政
の
一
番
の
仕
事
は

町
民
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と

町
長　

行
政
の
一
番
の
仕
事
は
、

町
民
の
命
と
生
活
を
守
る
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
様
々
な
支
援
を
今
ま

で
も
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
必
要

な
方
々
に
は
必
要
な
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

家
庭
へ
の
支
援
の
検
討
を

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
問
題
に
つ

い
て
、
昨
年
９
月
議
会
で
一
度
質

問
し
ま
し
た
。
太
田
教
育
長
は

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
ら
せ
て
、

学
校
の
課
題
を
家
庭
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
勉
強
す
る
と
い
う
よ
う

な
方
向
も
将
来
的
に
は
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
先
日
、
町
民
の
方

か
ら
﹁
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
教

育
が
始
ま
る
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
を
し
て
下
さ
い
と
学
校

か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
が
、
我

が
家
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

環
境
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
﹂
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
本
格
化
す
る
よ

う
で
す
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
へ

の
支
援
が
必
要
で
す
が
そ
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

支
援
は
検
討
し
て
い
な
い

学
校
教
育
課
長　

今
回
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
ま
で
一
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
し
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
学
校
の
授
業

に
お
け
る
有
効
活
用
や
習
熟
学
習

で
活
用
し
、
併
せ
て
オ
フ
ラ
イ
ン

で
の
学
習
等
も
含
め
活
用
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
整
っ
て
い

な
い
家
庭
へ
の
支
援
は
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

議
員　

国
の
予
算
に
経
済
的
困

難
な
家
庭
に
対
す
る
措
置
が
あ
る

と
な
っ
て
い
る
。
格
差
社
会
で
、

貧
困
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。
貧

富
の
差
、
経
済
的
な
こ
と
で
教
育

に
差
が
出
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
長　

今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は

不
可
欠
な
時
代
が
来
る
。
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援

に
必
要
な
財
源
確
保
に
つ
い
て
は

現
状
で
は
厳
し
い
。
国
の
補
助
金

等
で
使
え
る
の
が
あ
る
か
調
べ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
こ
の
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
準
備
状
況
に
つ
い
て

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

吉川 義雄
議員

Ｑ：国県の支援が届かない人への
　　さらなる支援を
Ａ：「元気にがんばる券」
　　一人5000円分を再交付

そ
こ
が
　
き
た
い

聞一般
質
問

議
員　

３
カ
所
の
防
災
公
園
用

地
買
収
や
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
ど
う
い
っ
た
災
害
対
応

か
。
ま
た
、
避
難
路
確
保
は
。

総
務
課
長　

野
津
防
災
公
園
が

３
月
、
宮
原
防
災
公
園
が
７
月
に

竣
工
の
予
定
。
網
道
防
災
公
園
は

用
地
取
得
し
ま
し
た
。
防
災
公
園

は
、
一
時
避
難
所
と
し
て
地
震
時

の
車
中
泊
避
難
等
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

網
道
防
災
公
園
は
盛
土
を
し
、

高
潮
や
津
波
な
ど
の
避
難
場
所
機

能
も
予
定
。
支
援
物
資
の
中
継
基

地
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
災
害
ご
み
一

時
仮
置
場
と
し
て
も
利
用
し
ま
す
。

　

避
難
路
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

警
察
等
と
の
連
携
に
よ
り
障
害
物

撤
去
や
通
行
禁
止
、
応
急
復
旧
状

況
の
把
握
に
努
め
、
町
民
や
通
行

者
に
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

防
災
公
園
は
災
害
が
発

生
し
て
い
な
い
時
は
公
園
と
し
て

利
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

日
頃
の
管
理
計
画
は
ど
う
な
る
か
。

総
務
課
長　

平
時
に
お
い
て
は
、

地
元
や
町
全
体
で
使
う
公
園
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
で
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
遊
具
な

ど
の
施
設
を
設
け
る
計
画
で
い
ま

す
。
管
理
は
地
元
で
の
管
理
が
最

善
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

避
難
経
路
確
保
の
点
で

は
、
現
在
は
車
一
台
分
の
幅
員
。

道
路
拡
幅
な
ど
検
討
し
て
頂
き
た

い
。

総
務
課
長　

道
路
整
備
計
画
を

踏
ま
え
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

全
戸
配
布
時
期
と
見
直
し
内
容
は

総
務
課
長　

今
国
会
で
の
﹃
災

害
対
策
基
本
法
の
大
雨
洪
水
警
戒

レ
ベ
ル
﹄
を
反
映
し
た
防
災
マ
ッ

プ
を
３
月
下
旬
に
配
布
予
定
。

　

新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
の
主
な
内

容
は
、
①
学
習
・
災
害
準
備
を
目

的
と
し
、
避
難
行
動
ガ
イ
ド
、
特

別
警
報
、
地
震
対
策
、
避
難
所
一

覧
、
災
害
情
報
入
手
方
法
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
。
②
背
景
地
図
の
掲
載
。

土
砂
災
害
区
域
、
氷
川
・
八
間

川
・
砂
川
の
氾
濫
、
津
波
・
高
潮

に
よ
り
浸
水
想
定
区
域
に
避
難
所

と
、
日
奈
久
断
層
等
。
③
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
氷
川
町
防
災
マ
ッ
プ
で
、
４
月

か
ら
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
閲
覧
可
能
で
す
。

地
区
防
災
計
画
は

適
宜
更
新
さ
れ
て
い
る
か

議
員　

平
成
28
年
度
か
ら
全
地

区
で
地
区
防
災
計
画
が
作
成
さ
れ

た
が
更
新
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

熊
本
地
震
に
よ
る

被
害
の
影
響
を
地
図
上
に
残
し
た

地
域
が
多
く
あ
っ
た
。
災
害
が
発

生
し
た
際
の
避
難
所
や
高
齢
者
世

帯
情
報
等
が
地
図
に
入
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士
の
資
格

取
得
者
23
名
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

今
後
も
地
区
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

今
後
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

議
員　

将
来
、
震
度
７
ク
ラ
ス

の
地
震
発
生
予
想
や
国
道
３
号
線

に
沿
っ
て
日
奈
久
断
層
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
に
対
す
る
考
え
は
。

総
務
課
長　

３
か
所
の
防
災
公

園
や
非
常
時
の
備
蓄
品
な
ど
の
整

備
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、﹁
避
難
勧

告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

に
沿
い
、
自
ら
の
命

は
自
ら
が
守
る
、
災

害
時
に
自
ら
守
れ
な

い
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
を
支
援
す
る
共

助
の
意
識
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
情

報
伝
達
の
た
め
の
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
総
合
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
と
配
布
。
今
後

も
意
識
啓
発
の
た
め
の
住
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
の
実
施
、
地
区
防

災
計
画
の
見
直
し
、
避
難
行
動
を

促
す
警
戒
レ
ベ
ル
に
よ
る
情
報
提

供
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
長　

野
津
防
災
公
園
の
管
理

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
て
い
る
が
、
地
区
管
理
の

方
向
性
が
見
え
て
き
た
ら
お
願
い

し
た
い
。
防
災
公
園
に
通
ず
る
道

路
は
、
拡
張
改
良
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

町
道
新
田
野
津
橋
線
も
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
く
る
道
路
に

な
る
の
で
検
討
し
て
い
る
。

　

地
区
防
災
計
画
の
活
用
・
運
用

に
つ
い
て
は
、
現
在
警
察
Ｏ
Ｂ
と

消
防
Ｏ
Ｂ
を
２
名
採
用
し
、
そ
の

役
に
付
け
て
い
る
。
現
場
に
行
っ

て
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
。

西尾 正剛
議員

Ｑ：大規模災害の防災公園の対応と避難路
　　の確保はどうなっているか
Ａ：支援物資の中継基地・ヘリポート
　　災害ごみの一時仮置場

次
の
ペ
ー
ジ
は　

議
会
活
動
日
誌

前回の元気にがんばる券
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３
月
11
日
午
前
９
時
か
ら
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
、
宮
原
防
災
公
園
︵
仮
称
︶
を
視
察
。

公
園
整
備
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、
今
年
度
は
、

併
設
の
は
ま
ど
ん
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
と
公

園
の
外
周
フ
ェ
ン
ス
設
置
な
ど
を
行
い
、
７

月
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　

隣
接
す
る
町
道
歩
道
橋
塚
田
線
の
道
路
改

良
工
事
予
定
個
所
も
視
察
。
道
路
幅
の
拡
張

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

竜
北
西
部
学
童
保
育
所
建
設
予
定
地
を
視

察
。
現
地
で
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

約
４
０
０
０
㎡
の
敷
地
に
、
学
童
保
育
所
を

建
設
、
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
ま
す
。
駐
車
場

は
、
日
頃
学
校
関
係
者
の
駐
車
場
と
し
て
使

用
。
災
害
時
は
、
臨
時
の
避
難
場
所
と
し
て

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
八
代
市
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
事
務
組
合
議
会

　

令
和
３
年
２
月
２
日
、
午
前
10

か
ら
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議

案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
議
会
は
２
月
16
日
午
前
10

か
ら
再
開
し
、
一
般
質
問
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
を
経
て
終
了
し
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
専
決
処
分
３
件
、
条

例
の
制
定
４
件
、
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
、
一
般
会
計
予
算
、
水

道
事
業
会
計
予
算
各
１
件
、
全
て

の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　

尚
、
本
会
議
前
に
全
員
協
議
会

が
実
施
さ
れ
、
八
代
市
環
境
セ
ン

タ
ー
建
設
に
伴
う
本
組
合
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
関
係
市
町
村
担
当
者

会
議
に
お
け
る
協
議
の
状
況
な
ど
、

４
件
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

︵
組
合
議
員
の
河
口
涼
一
、
米
村

洋
、
片
山
裕
治
議
員
が
出
席
︶

議会活動日誌　12月～3月
委員会レポート

月日 行事内容 出席議員
12月  2日 ペルー共和国支援に係る衣類輸送出発式 議会議員
12月10日 火乃国食品地鎮祭 米村議長・松田副議長
12月14日 監査　例月出納検査 長尾議員
12月22日 議会広報調査特別委員会（議会だより編集） 吉川・河口・片山・長尾議員
1月  8日 議会広報調査特別委員会（議会だより編集） 吉川・河口・片山・長尾議員
1月13日 監査　例月出納検査 長尾議員
1月19日 氷川町議会臨時議会 議会議員
2月  2日 八代生活環境事務組合議会 河口・米村・片山議員
2月  8日 八代広域行政事務組合議会 上田健・西尾議員
2月  9日 氷川町議会議員全員協議会 議会議員
2月10日 監査　例月出納検査 長尾議員
2月10日 後期高齢者医療広域連合議会 片山議員
2月15日 議会広報調査特別委員会（議会だより編集） 吉川・河口・片山・長尾議員
2月16日 八代生活環境事務組合議会 河口・米村・片山議員
2月16日 氷川町及び八代市中学校組合議会 上田俊・清田・長尾・木下議員
2月17日 議会運営委員会 三浦・上田健・片山・上田俊・清田・西尾議員
2月18日 八代広域行政事務組合議会 上田健・西尾議員
2月19日 氷川排水機場地鎮祭 米村議長・松田副議長
2月22日 氷川町議会全員協議会 議会議員
2月22日 議会広報調査特別委員会（議会だより編集） 吉川・河口・片山・長尾議員
2月23日 熊日郡市対抗駅伝大会選手団結団式 米村議長・松田副議長
2月26日 議会運営委員会 三浦・上田健・片山・上田俊・清田・西尾議員
3月  5日 氷川町社会福祉協議会理事会 米村議長
3月  8日 氷川町議会　本会議　 議会議員
3月  9日 氷川町議会　本会議　一般質問 議会議員
3月10日 氷川町議会　総務文教常任委員会 片山・松田・三浦・上田俊・西尾・米村議員
3月11日 氷川町議会　産業建設厚生常任委員会 清田・河口・上田健・長尾・吉川・木下議員
3月16日 氷川町議会　本会議 議会議員
3月22日 野津防災公園開園式 議会議員
3月23日 町村監査委員協議会総会・監査委員研修会 長尾議員
3月25日 氷川町及び八代市中学校組合臨時議会 上田俊・清田・長尾・木下議員
3月25日 議会広報調査特別委員会（議会だより編集） 吉川・河口・片山・長尾議員

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

令
和
３
年
２
月
８
日
、
10
時
か
ら
令

和
３
年
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
村
博
生
管
理
者
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
消
防
長
か
ら
、
令
和
３
年
度
八
代

広
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
予
算
23

億
６
１
０
万
円
の
説
明
が
あ
り
、
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
分
担
金
及
び
負
担
金

︵
消
防
費
負
担
金
︶、
市
町
負
担
金
20
億

９
１
２
５
万
円
で
歳
入
の
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
職

員
の
人
件
費
で
18
億
２
２
３
２
万
円
、

消
防
力
強
化
の
た
め
の
、
鏡
消
防
署
の

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
、
新
開
分

署
の
大
型
化
学
車
の
買
い
替
え
な
ど
に

１
億
２
９
０
０
万
円
。

　

令
和
３
年
度
関
係
市
町
村
負
担
金
は
、

八
代
市
が
18
億
５
６
３
９
万
円
、
氷
川

町
が
２
億
３
４
８
５
万
円
。︵
説
明
の

後
、
休
会
︶

　

令
和
３
年
２
月
18
日
、
議
会
を
再
開

し
、
令
和
３
年
度
八
代
広
域
行
政
事
務

組
合
一
般
会
計
予
算
他
５
議
案
す
べ
て

を
可
決
し
ま
し
た
。

︵
組
合
議
員
の
西
尾
正
剛
、
上
田
健
一

議
員
が
出
席
︶

氷
川
町
及
び
八
代
市

　
　
　

中
学
校
組
合
議
会

　

令
和
３
年
２
月
16
日
午
後
３
時

か
ら
、
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
２

年
度
氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和

３
年
度
氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学

校
組
合
一
般
会
計
予
算
の
２
件
。

　

令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
は
、

事
業
確
定
で
の
予
算
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
７
２
万
２
千

円
。
主
な
歳
出
予
算
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
業
務
委
託
料
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

借
上
料
、
一
般
備
品
購
入
費
、
給

食
室
の
修
繕
料
、
学
校
給
食
費
氷

川
町
産
米
価
差
額
補
助
金
。
ま
た
、

教
科
書
改
訂
関
連
教
師
用
教
科

書
・
指
導
書
な
ど
。

　

令
和
３
年
３
月
25
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
令
和
３
年
第
２
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
氷
川
町
及
び

八
代
市
中
学
校
組
合
教
育
長
に
、

太
田
篤
洋
氏
の
任
命
を
同
意
し
ま

し
た
。

︵
組
合
議
員
の
上
田
俊
孝
、
清
田

一
敏
、
長
尾
憲
二
郎
、
木
下
厚
議

員
が
出
席
︶

工事予定個所現地調査
産業建設厚生常任委員会

ペルー支援衣類輸送出発式 野津防災公園開園式

竜北西部学童保育所建設予定場所

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ス
ポ
ッ
ト
・
編
集
後
記
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ス
ポ
ッ
ト

　

毘
沙
門
天
像
は
、
北
野
津
公
民

館
の
敷
地
に
あ
り
ま
す
。
毘
沙
門

天
と
は
仏
教
を
守
る
神
の
一
つ
で
、

北
方
を
守
る
神
で
す
。
鎧
・
兜
を

つ
け
、
左
手
に
宝
塔
、
右
手
に
矛

を
持
ち
、
足
元
は
邪
鬼
を
踏
み
つ

け
た
武
装
忿
怒
（
ふ
ん
ど
）（
武

装
し
て
怒
っ
て
い
る
）
の
格
好
を

し
て
い
ま
す
。

　

像
の
高
さ
約
一
五
〇
㎝
、
両
脇

に
吉
祥
天
女
と
善
貮
師
童
子
を
配

し
て
い
ま
す
。

　

木
材
は
楠
で
、
頭
・
胴
な
ど
を

別
々
に
作
る
寄
木
作
り
で
す
。
像

の
背
部
に
墨
で
「
応
長
元
年
二
月

吉
日
、
施
主
大
炊
甚
兵
（
お
お
い

じ
ん
べ
）
エ
（
え
）、

釈
尼
師
童
子
、
奉

紬
色
毘
沙
門
天
王
、

吉
祥
天
女
」
の
銘

が
あ
り
ま
す
。
応

長
元
年
は
一
三
一

一
年
で
、
鎌
倉
時

代
の
終
わ
り
ご
ろ

に
当
た
り
ま
す
。

し
か
し
彫
刻
様
式

か
ら
す
れ
ば
「
応

長
」
で
は
な
く
、

「
慶
長
」
の
間
違

い
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
で
も
慶
長
元
年

は
一
五
九
六
年
に
当
た
り
、
今
か

ら
約
四
〇
〇
年
も
前
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
毘
沙
門
天
も
脇
（
き
ょ

う
）
侍
（
じ
）
も
改
修
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
体
と
し
て
よ
く
残
っ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
氷
川
町
に

残
っ
て
い
る
木
像
と
し
て
は
最
も

古
い
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

快
晴
の
中
、「
や
っ

た
ー
」「
あ
ー
惜
し

い
ー
」
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
ま
す
。「
第

２
回
氷
川
町
Ｇ
・
Ｇ

協
会
県
加
入
者
大
会
」

が
新
し
く
整
備
さ
れ

た
浜
牟
田
橋
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
は
、
出
会
い
・
別
離
、
又
は
、
始
ま
り
・
終
わ

り
の
季
節
と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
、
そ

う
い
う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
そ
し

て
、
今
年
は
、
国
政
か
ら
地
方
ま
で
、
選
挙
の
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
町
議
会
議
員
は
、
４
年
契
約
の
期
限
付
、

氷
川
町
期
間
公
務
員
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
任

務
（
責
務
）
を
全
う
す
る
為
に
は
、
し
っ
か
り
町
政

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
真
剣
に
議
論
す
る
。
町
民
（
住
民
）

の
皆
さ
ん
の
声
を
キ
チ
ン
と
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

残
り
の
任
期
も
、
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
み
た
い
と

改
め
て
覚
悟
し
た
次
第
で
す
。 

（
河
口
）

表
紙
の
ひ
と
こ
と

編
集
後
記

　
毘
沙
門
天
像

（
町
指
定
文
化
財
）

北野津公民館　毘沙門天像
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